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論 文 内 容 の 要 旨 
ポリ塩素化ジベンゾパラジオキシン/ジベンゾフラン（PCDDs/DFs）およびコプラナーPCB（CoPCBs）はヒトや
実験動物に対し様々な毒性反応を誘導する環境汚染物質である。これらの物質はヒト母乳中からも検出されて
いるため、乳児の健康影響への観点から、その濃度に対する関心は高まっている。そのため、大阪市を対象と
した大都市部における母乳中のPCDDs/DFsおよびCoPCBsの濃度の調査を行った。 
母乳は1999～2000年の間に、大阪市24区全域より市内居住歴10年以上の25～34歳の初産婦48名から産後
30日目のものが採取され、脂肪抽出・アルカリ分解処理・ヘキサン抽出、および各種クロマトグラフィーによ
り精製された後、高分解能GC-MSを用いてPCDDs/DF (17種) およびCoPCBs (12種) の濃度測定が行われた。 
母乳中での PCDDs/Fs, CoPCBs およびトータル PCDDs/DFs/CoPCBs の平均濃度は WHO-毒性換算係数 
(WHO-TEF) を用いた毒性等価量 (TEQ)で、それぞれ 16.50, 9.87 および26.36 pg WHO-TEQ/g fat であった。
また、Internatio l-TEF (I-TEF) によって計算された PCDDs/Fsの平均 TEQ濃度は 13.86 pg I-TEQ/g fat
であり、この値を用いたトータルPCDDs/DFs/CoPCBs の平均TEQ濃度は23.74 pg TEQ/g fatであった。 
本研究における母乳中の各平均TEQ濃度は日本国内21地域で調査された母乳中の各TEQの濃度範囲内にあっ
た。また、アメリカ合衆国やヨーロッパ諸国の最近のデータと比較すると、本研究で見られた CoPCBsの TEQ
濃度は中間の値を示したがPCDDs/DFsのTEQ濃度は比較的高い順位にあった。 
 同時に行われたアンケート調査からは CoPCBs のTEQ濃度と、妊娠 1年前の魚介類摂取量および母親の年齢
との間に相関が見られた。CoPCBs のTEQ濃度と妊娠1年前の魚介類摂取量との相関にはPCB-105, -118同族体
が寄与しており、また、母親の年齢との相関には体内蓄積性の高いPCB-156, -157, -114, -189, -167および
-169同族体の寄与が示唆された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
ポリ塩素化ジベンゾパラジオキシン/ジベンゾフラン（PCDDs/DFs）やコプラナーPCB（CoPCBs）はヒトや実験
動物に対し様々な毒性反応を誘導する環境汚染物質である。これらの物質はヒト母乳中からも検出されること
が報告されており、育児を行う上での不安要因となっている。この問題は大阪市においても同様であるため、
本研究は大阪市住民における母乳中PCDDs/DFおよびCoPCBsの濃度を把握することを目的に行われたものであ
る。 
 1999～2000年の間に大阪市全域より市内居住歴10年以上の25～34歳の初産婦48名から産後30日目の母乳
が試料として採取され、試料中のPCDDs/DFs (17種) およびCoPCBs (12種) の濃度が脂肪抽出・アルカリ分解
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処理・ヘキサン抽出、および各種クロマトグラフィーにより精製されたのち、高分解能GC-MSを用いて測定し
ている。 
その結果、母乳中での PCDDs/DFs, CoPCBs および総PCDDs/DFs/CoPCBs の平均濃度は WHO-毒性換算係数 
(WHO-TEF) を用いた毒性等価量 (TEQ)で、それぞれ 16.5, 9.9 および 26.4 pg WHO-TEQ/g fat であった。ま
た、国際-TEF (I-TEF) によって計算された 
PCDDs/DFs の平均 TEQ 濃度は 13.9 pg I-TEQ/g fat であり、この値を用いた PCDDs/DFs/CoPCBs 平均 TEQ
濃度は23.7 pg TEQ/g fatであった。 
これらの各TEQ濃度は日本国内21地域で調査された母乳中の各TEQの濃度範囲内にあり、特に高いものでは
なかった。しかし、アメリカ合衆国やヨーロッパ諸国の最近のデータと比較すると、本研究で見られた母乳中
のPCDDs/DFsのTEQ濃度は比較的高い濃度に位置づけられており、日本においてゴミ焼却率が高いことがその
一因として述べている。同時に行われたアンケート調査からはCoPCBs のTEQ濃度と、妊娠1 年前の魚介類摂
取量および母親の年齢との間に相関が見られている。特に CoPCBs の TEQ 濃度と母親の年齢との間に相関が認
められることは、母親達が受けてきたPCB曝露量の世代間格差が反映したもので、体内蓄積性の高い一部のPCB
同族体（PCB-156, -157, -114, -189, -167 および-169）に顕著であると述べられている。今後、PCDDs/DFs
のモニタリング調査が求められる。 
 以上の研究成果は、大阪市住民における母乳中のPCDDs/DFsおよびCoPCBsの濃度について詳細な分析を行っ
たものであり、環境衛生学において新たな知見を与えるものである。よって著者は博士（医学）の学位を授与
されるに値するものと判定された。 
 
